
(57)【要約】

【課題】

　受信装置においてパケットを少ないメモリで効率良く

受信し処理することを可能にする中継装置を提供する。

【解決手段】

　受信したパケットのペイロード種別を識別するための

ペイロード種別識別部と、ペイロードを所定の単位で分

割して、その単位で再構成できるようにしたペイロード

再構成部とを備えている構成とする。全体的な制御は、

制御部で行う。

【選択図】　図1
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 定 の 大 き さ の パ ケ ッ ト か ら な る ペ イ ロ ー ド を 含 む デ ー タ を 入 力 す る 入 力 部 と 、
　 前 記 入 力 部 に よ り 入 力 さ れ た デ ー タ の ペ イ ロ ー ド の 種 別 を 識 別 す る ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別
部 と 、
　 前 記 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 に よ り 識 別 さ れ た ペ イ ロ ー ド を ま と ま り の あ る 所 定 の 大 き さ
に 基 づ い て 再 構 成 す る ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 と 、
　 前 記 ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 に よ り 再 構 成 さ れ た 前 記 ペ イ ロ ー ド を 出 力 す る 出 力 部 と を 備 え
る こ と を 特 徴 と し た 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 に お い て 、 パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド が MPEG-2 Ｔ Ｓ (Moving Pic
ture Experts Group Phase 2 Transport Stream)パ ケ ッ ト で あ る か 否 か を 識 別 し 、 前 記 ペ
イ ロ ー ド 再 構 成 部 に お い て 、 ペ イ ロ ー ド を MPEG-2 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 に 分 割 し て 再 構 成 す
る こ と を 特 徴 と し た 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 入 力 部 に よ り 入 力 さ れ る 前 記 デ ー タ に 、 Ｒ Ｔ Ｐ (Real-time Transport Protocol)ヘ
ッ ダ Ｕ Ｄ Ｐ (User Datagram Protocol)ヘ ッ ダ 、 Ｉ Ｐ （ Internet Protocol） ヘ ッ ダ 、 及 び M
PEG-2 Ｔ Ｓ (Moving Picture Experts Group Phase 2 Transport Stream)パ ケ ッ ト を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 入 力 部 に よ り 入 力 さ れ る 前 記 デ ー タ は 、 FDDI(Fiber-Distributed Data Interface)
を 経 由 し た デ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 又 は ４ 記 載 の 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 デ ー タ を イ ー サ ネ ッ ト 向 け に 電 気 信 号 に 変 換 し て 前 記 出 力 部 に よ り 出 力 す る こ と を
特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 入 力 手 段 に よ り 入 力 さ れ る パ ケ ッ ト の 種 類 と 前 記 パ ケ ッ ト １ つ 当 た り の デ ー タ の 大
き さ と を 得 る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 複 数 の Ｔ Ｓ (Transport Stream)パ ケ ッ ト を Ｉ Ｐ （ Internet Protocol） パ ケ ッ ト の 形 式
で 受 信 可 能 な 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 受 信 さ れ た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト に 含 ま れ る Ｉ Ｐ ペ イ ロ ー ド の 種 別 を 識 別 す る ペ イ ロ ー ド 種
別 識 別 部 と 、
　 前 記 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 に よ り 識 別 さ れ た ペ イ ロ ー ド を 前 記 Ｔ Ｓ の 単 位 で 分 割 又 は 結
合 す る ペ イ ロ ー ド 分 割 ・ 結 合 部 と 、
　 所 定 の 閾 値 を 蓄 積 す る 蓄 積 部 と 、
　 前 記 各 部 を 統 括 的 に 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト に 含 ま れ る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 が 前 記 所 定 の 閾 値 よ り 大 き
い 場 合 に 、 前 記 ペ イ ロ ー ド を 分 割 す る 指 示 を 示 す 分 割 指 示 信 号 を 前 記 ペ イ ロ ー ド 分 割 ・ 結
合 部 に 出 力 し 、 前 記 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト に 含 ま れ る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 が 前 記 所 定 の 閾 値 よ り 小 さ い
場 合 に 、 前 記 ペ イ ロ ー ド を 結 合 す る 指 示 を 示 す 結 合 指 示 信 号 を 前 記 ペ イ ロ ー ド 分 割 ・ 結 合
部 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 ペ イ ロ ー ド 分 割 ・ 結 合 部 は 、 前 記 制 御 部 か ら 前 記 分 割 指 示 信 号 を 受 信 し た 場 合 は 、
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前 記 ペ イ ロ ー ド を 前 記 Ｔ Ｓ の 単 位 で 分 割 処 理 を 行 い 、 前 記 制 御 部 か ら 前 記 結 合 指 示 信 号 を
受 信 し た 場 合 は 、 前 記 ペ イ ロ ー ド を 前 記 Ｔ Ｓ の 単 位 で 結 合 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 中
継 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 前 記 ペ イ ロ ー ド 分 割 ・ 結 合 部 に お い て 前 記 ペ イ ロ ー ド を 前 記 Ｔ Ｓ の 単 位 で 結 合 処 理
を 行 う 前 に 、 受 信 さ れ た Ｉ Ｐ ペ イ ロ ー ド に 含 ま れ る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 前 記 蓄 積 部 に 所 定 時 間
保 持 し 、 そ の 保 持 時 間 を 計 測 す る 時 間 計 測 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 中 継 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 パ ケ ッ ト を 送 受 信 す る た め の 入 出 力 部 と 、
　 前 記 入 出 力 部 か ら 受 け 取 っ た パ ケ ッ ト に つ い て 、 送 信 先 の 宛 先 ア ド レ ス を 確 認 し て 転 送
す べ き か 否 か を 判 断 す る た め の 送 受 信 処 理 部 と 、
　 前 記 送 受 信 処 理 部 で の 処 理 に 際 し て パ ケ ッ ト を 一 時 保 持 し て お く た め の 蓄 積 部 と 、
　 前 記 送 受 信 処 理 部 と 前 記 蓄 積 部 と を 制 御 す る た め の 制 御 部 と か ら 構 成 さ れ 、 受 信 し た パ
ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド の 種 別 を 識 別 す る ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 と 、
　 ペ イ ロ ー ド を 固 定 長 の ま と ま り 単 位 で 結 合 で き る よ う に し た ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 と 、
　 パ ケ ッ ト を 保 持 し て お く 時 間 を 管 理 す る た め の 管 理 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と し た 中 継 装
置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 中 継 装 置 に お い て 、
　 前 記 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 で パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド が MPEG-2 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト で あ る か 否
か を 識 別 し 、 前 記 ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 で ペ イ ロ ー ド を MPEG-2 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 結 合 す
る こ と を 特 徴 と し た 中 継 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 中 継 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に パ ケ ッ ト の 処 理 効 率 向 上 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 将 来 予 定 さ れ て い る 地 上 波 ア ナ ロ グ 放 送 の 停 波 に 伴 い 、 地 上 波 デ ジ タ ル 放 送 難 視 聴 地 域
へ の 対 策 と し て Ｉ Ｐ (Internet Protocol)に よ っ て デ ジ タ ル 放 送 を 送 信 す る 、 い わ ゆ る Ｉ
Ｐ 放 送 が 検 討 さ れ て い る 。 Ｉ Ｐ 放 送 を 実 施 す る 通 信 網 と し て 、 送 信 装 置 か ら 家 庭 入 口 ま で
は FDDI(Fiber-Distributed Data Interface)、 家 庭 入 口 か ら 受 信 装 置 ま で は イ ー サ ネ ッ ト
を 用 い る 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｉ Ｐ 放 送 の 場 合 は 、 複 数 の Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 一 つ に ま と め 、 ヘ ッ ダ を 付 加 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ
ト と し て 転 送 す る 。 一 般 的 な パ ケ ッ ト 転 送 の 場 合 、 Ｉ Ｐ で 転 送 で き る パ ケ ッ ト の 大 き さ に
は 、 通 信 路 の 物 理 層 毎 に 上 限 MTU(Maximum Transmission Unit)が あ る 。 例 え ば イ ー サ ネ ッ
ト の MTUは 1,500バ イ ト 、 FDDIの MTUは 4,352バ イ ト で あ る 。 通 信 路 の MTUを 超 え る 大 き さ の
Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト が 送 信 さ れ る と 、 そ の 通 信 路 の 入 口 に あ た る 中 継 装 置 に お い て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト
の 分 割 が 行 わ れ る (Ｉ Ｐ フ ラ グ メ ン テ ー シ ョ ン )。 特 許 文 献 1に は 、 大 き な MTUを 持 つ 通 信 路
か ら 小 さ な MTUを 持 つ 通 信 路 に Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 場 合 に 、 中 継 装 置 に お い て Ｉ Ｐ パ
ケ ッ ト を 適 当 な 大 き さ に 分 割 す る 手 法 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 10-190734号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 1の 手 法 で は 、 元 の 映 像 信 号 の ま と ま り を 無 視 し て ペ イ ロ ー ド
が 適 当 な 単 位 で 分 割 さ れ る 。 そ の た め 、 受 信 装 置 は 分 割 後 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 分 割 し た 状 態
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の ま ま で 個 別 に 処 理 す る こ と が で き な い 。 こ の 場 合 、 元 の 映 像 信 号 を 適 切 に 再 現 す る た め
に 受 信 装 置 に お い て 分 割 後 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 全 て 受 信 し て 元 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 復 元 す る と
い う 処 理 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ に お い て は 、 上 述 し た よ う な 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 復 元 処 理 に よ っ て 受 信 装 置 に お
け る 処 理 効 率 の 低 下 や 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 保 持 す る た め の メ モ リ が 余 分 に 必 要 に な る と い っ
た 問 題 点 に つ い て 何 ら 考 慮 さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 分 割 さ れ た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト が 一 つ で も 欠 け る と 元 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 復 元 す る こ と が
で き な い た め 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 欠 落 や 誤 り が 起 き た 場 合 に は 、 そ れ ま で に 受 信 で き た Ｉ Ｐ
パ ケ ッ ト ま で 無 駄 に な る と い う 問 題 が あ る 。 特 に 高 ビ ッ ト レ ー ト の Ｉ Ｐ 放 送 に お い て は 、
受 信 に 失 敗 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 再 送 す る 時 間 余 裕 が な い た め 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 欠 落 や 誤 り
は そ の ま ま 画 質 の 劣 化 に 直 結 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 上 記 課 題 を 鑑 み 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 効 率 良 く 受 信 し 処 理 す る こ と を
可 能 に す る 中 継 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に は 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド を 所 定 の パ ケ ッ ト 長 （ 例 え ば
、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト の 場 合 は 188byte） 単 位 で 再 構 成 し 、 送 信 先 の 通 信 路 に あ わ せ た 大 き さ の
Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 生 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 再 構 成 し た 場 合 、 受 信 装 置 は 元 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 復 元
す る こ と な く 受 信 す る 度 に 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 再 構 成 す る た め に は 、 例 え ば 中 継 装 置 は Ｉ Ｐ パ
ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド が Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト で あ る か 否 か を 識 別 し 、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で ペ イ ロ ー
ド を 再 構 成 し て 新 た に Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 生 成 す る よ う に 構 成 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド を 、 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 に お い て Ｔ Ｓ パ ケ
ッ ト で あ る か 否 か 判 断 す る 。 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト で あ っ た 場 合 に は 、 ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 に お い
て ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 再 構 成 し た 後 、 ヘ ッ ダ を 付 加 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト と し て
送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 「 再 構 成 」 と は 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド を 送 信 先 の 通 信 路 の 事 情 に 合 わ せ
る よ う 構 成 す る こ と を 意 味 し 、 例 え ば 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド の 一 部 を 削 除 し た り 、
追 加 し た り 、 パ ケ ッ ト 単 位 で 分 割 し た り 、 複 数 の パ ケ ッ ト を 結 合 し た り す る こ と を 意 味 す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 受 信 装 置 に お い て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 効 率 良 く 受 信 し 処 理 す る こ と を 可 能
に す る 中 継 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 例 で は 、 中 継 装 置 の 一 例 と し て 、 光 回 線 終 端 装 置 （ 以 下 、 ONU(Optical Network 
Unit)） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-329606 A 2007.12.20



　 図 1は 、 本 実 施 例 に か か る ONUの 構 成 例 を 概 略 的 に 示 し た 図 で あ る 。 ONU101は 、 Ｉ Ｐ パ ケ
ッ ト を 光 信 号 と し て 送 受 信 す る 光 信 号 入 出 力 部 102と 、 光 信 号 と 電 気 信 号 を 相 互 に 変 換 す
る 変 換 処 理 部 103と 、 送 信 先 の 宛 先 ア ド レ ス を 確 認 し て 転 送 す べ き Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト か 否 か を
判 断 す る 送 受 信 処 理 部 104と 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 電 気 信 号 と し て 送 受 信 す る 電 気 信 号 入 出 力
部 105と を 有 す る 。 ま た 、 ONUを 構 成 す る 各 部 に 指 示 信 号 等 を 送 信 し て 全 体 を 制 御 す る 制 御
部 106と 、 送 受 信 処 理 部 104で の 処 理 に 際 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 一 時 保 持 し て お く た め の 蓄 積
部 107と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 例 で は 、 光 信 号 入 出 力 部 102で Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 受 信 し て 電 気 信 号 入 出 力 部 105か ら
送 信 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る が 、 こ れ に よ っ て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 転 送 方 向 を FDDIか ら イ ー
サ ネ ッ ト に 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 108は 、 光 信 号 入 出 力 部 102で 受 信 し て 変 換 処 理 部 103に お い て 電
気 信 号 に 変 換 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド が Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト で あ る か 否 か を 識 別 す る 。 ペ
イ ロ ー ド 再 構 成 部 109は 、 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 108に お い て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド が
Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト で あ る と 判 断 し た 場 合 、 ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 再 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 で は ペ イ ロ ー ド が Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト で あ る 場 合 に つ い て 説 明 す る が 、 こ れ に よ っ て
ペ イ ロ ー ド 再 構 成 処 理 の 対 象 を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト の み に 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ペ イ ロ ー ド が 複 数 の 固 定 長 パ ケ ッ ト か ら 構 成 さ れ る 場 合 、 固 定 長 パ ケ ッ ト の 種 類 と 、 固
定 長 パ ケ ッ ト 一 つ 当 た り の 大 き さ を 得 る 手 段 を 設 け る こ と で 、 本 実 施 例 と 同 様 に ペ イ ロ ー
ド 再 構 成 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 2は 、 Ｉ Ｐ 放 送 を 実 施 す る 通 信 網 と し て 現 在 想 定 さ れ て い る 構 成 の 一 例 を 示 し た 図 で
あ る 。 ONUは 、 図 2の 通 信 網 に お い て 家 庭 へ の 情 報 入 口 部 分 に 該 当 す る 。 実 施 例 1で は 特 に O
NUに つ い て 説 明 す る が 、 例 え ば ル ー タ 213等 、 そ の 他 の 中 継 装 置 に 実 施 例 1の 処 理 手 順 を 適
用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 送 信 装 置 201か ら 送 信 さ れ た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト は 、 局 内 装 置 の OLT(Optical Line Terminal)2
03を 通 っ た 後 、 光 ス プ リ ッ タ 205に よ っ て 各 家 庭 に 送 り 届 け ら れ る 。 送 信 装 置 201か ら 家 庭
の 入 口 と な る ONU208、 ま た は ONU211ま で の 通 信 路 は FDDIで あ り 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト は 光 信 号 と
し て 送 信 さ れ る 。 家 庭 内 の 通 信 路 は 例 え ば イ ー サ ネ ッ ト で あ り 、 ONU208、 ま た は ONU211は
光 信 号 を 電 気 信 号 に 変 換 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 受 信 装 置 に 転 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 3は 、 本 実 施 例 に か か る ONUに お い て 、 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト が 図 4に 示 す 構 成 で あ っ
た 場 合 に 、 ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 分 割 す る 動 作 の 処 理 手 順 を 示 し て い る 。 本 実
施 例 で は 、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト が 図 4に 示 す よ う に Ｒ Ｔ Ｐ (Real-time Transport protocol)と Ｕ
Ｄ Ｐ (User Datagram Protocol)と Ｉ Ｐ と が 階 層 的 に 構 成 さ れ る 形 態 で 転 送 さ れ る 場 合 に つ
い て 説 明 す る が 、 こ れ に よ っ て Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト の 転 送 プ ロ ト コ ル を Ｒ Ｔ Ｐ ／ Ｕ Ｄ Ｐ ／ Ｉ Ｐ に
限 定 す る も の で は な い 。 例 え ば 、 転 送 プ ロ ト コ ル と し て は 、 Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ （ HyperText Transf
er Protocol） 、 Ｔ Ｃ Ｐ （ Transmission Control Protocol） 、 Ｆ Ｔ Ｐ （ File Transfer Pr
otocol） 、 Ｓ Ｍ Ｔ Ｐ （ Simple Mail Transfer Protocol） 、 あ る い は 、 Ｐ Ｏ Ｐ （ Post Offi
ce Protocol） な ど を 用 い て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ス テ ッ プ 301は 、 光 信 号 入 出 力 部 102と 、 変 換 処 理 部 103と 、 送 受 信 処 理 部 104と を 経 て 、
Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 電 気 信 号 と し て 受 信 す る 処 理 で あ る 。 ス テ ッ プ 301の 処 理 が 終 了 し た 後 、
ス テ ッ プ 302へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 ス テ ッ プ 302と 、 ス テ ッ プ 303と 、 ス テ ッ プ 304の 処 理 は 、 主 に ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別
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部 108に お い て 行 う 。 ス テ ッ プ 302は 、 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ を 解 析 し て 、 Ｉ
Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｕ Ｄ Ｐ パ ケ ッ ト で あ る か 否 か を 判 定 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ に は プ ロ ト コ ル 番 号 フ ィ ー ル ド が あ り 、 Ｉ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｕ Ｄ Ｐ パ ケ ッ ト を
含 む 場 合 は プ ロ ト コ ル 番 号 フ ィ ー ル ド に “ 17” が 格 納 さ れ て い る 。 以 後 の 処 理 は Ｉ Ｐ ペ イ
ロ ー ド が Ｕ Ｄ Ｐ パ ケ ッ ト を 含 む と 判 定 し た 場 合 に 行 う も の で あ る 。 ス テ ッ プ 302で Ｉ Ｐ ペ
イ ロ ー ド が Ｕ Ｄ Ｐ パ ケ ッ ト を 含 ま な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 以 後 の 処 理 は 行 わ ず に ス テ ッ
プ 307へ 移 行 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ 302で Ｉ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｕ Ｄ Ｐ パ ケ ッ ト を 含 む と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ 303へ
移 行 し て Ｕ Ｄ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｒ Ｔ Ｐ パ ケ ッ ト を 含 む か 否 か を 判 定 す る 。 Ｕ Ｄ Ｐ ヘ ッ ダ の 宛
先 ポ ー ト フ ィ ー ル ド に “ 5004” が 格 納 さ れ て い た 場 合 、 Ｕ Ｄ Ｐ ペ イ ロ ー ド は Ｒ Ｔ Ｐ パ ケ ッ
ト を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 後 の 処 理 は Ｕ Ｄ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｒ Ｔ Ｐ パ ケ ッ ト を 含 む と 判 定 し た 場 合 に 行 う も の で あ
る 。 ス テ ッ プ 303で Ｕ Ｄ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｒ Ｔ Ｐ パ ケ ッ ト を 含 ま な い と 判 定 し た 場 合 に は 、
以 後 の 処 理 は 行 わ ず に ス テ ッ プ 307へ 移 行 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 但 し 、 “ 5004” は IANA(Internet Assigned Number Authority)に よ っ て 規 定 さ れ た デ フ
ォ ル ト の 宛 先 ポ ー ト 番 号 で あ り 、 送 信 装 置 か ら の 通 知 に よ り “ 5004” 以 外 の 宛 先 ポ ー ト 番
号 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ 303で Ｕ Ｄ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｒ Ｔ Ｐ パ ケ ッ ト を 含 む と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ 304
へ 移 行 し て Ｒ Ｔ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 含 む か 否 か を 判 定 す る 。 Ｒ Ｔ Ｐ ヘ ッ ダ の ペ
イ ロ ー ド タ イ プ フ ィ ー ル ド に “ 33” が 格 納 さ れ て い た 場 合 、 Ｒ Ｔ Ｐ ペ イ ロ ー ド は Ｔ Ｓ パ ケ
ッ ト を 含 む 。 以 後 の 処 理 は Ｒ Ｔ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 含 む と 判 定 し た 場 合 に 行 う
も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ 304で Ｒ Ｔ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 含 ま な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 以 後
の 処 理 は 行 わ ず に ス テ ッ プ 307へ 移 行 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ 304で Ｒ Ｔ Ｐ ペ イ ロ ー ド が Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 含 む と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ 305へ
移 行 す る 。 以 下 ス テ ッ プ 305と 、 ス テ ッ プ 306の 処 理 は 、 主 に ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 109に お
い て 行 う 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ 305は 、 Ｒ Ｔ Ｐ ペ イ ロ ー ド と し て 含 ま れ て い る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 取 り 出 し 、 Ｔ Ｓ
パ ケ ッ ト を 最 大 n0個 毎 に グ ル ー プ 化 す る 処 理 で あ る 。 ス テ ッ プ 305の 処 理 が 終 了 し た 後 、
ス テ ッ プ 306へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 個 数 n0の 値 は あ ら か じ め 設 定 し た 固 定 値 と し て も よ い し 、 利 用 者 ま た は 受 信 装
置 が 機 能 設 定 と し て 適 切 な 個 数 を 選 択 で き る 形 式 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ 306は 、 ス テ ッ プ 305に よ っ て 生 成 し た Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト の 各 グ ル ー プ に 元 の Ｒ Ｔ Ｐ
ヘ ッ ダ と 、 Ｕ Ｄ Ｐ ヘ ッ ダ と 、 Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ と を 付 加 し て 、 グ ル ー プ 毎 に Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 化 す る
処 理 で あ る 。 つ ま り 、 ス テ ッ プ 306で 生 成 す る Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト は 、 全 て 同 一 の ヘ ッ ダ を 有 す
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 5は 、 ペ イ ロ ー ド と し て 5個 の Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 含 む Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト か ら 、 3個 の Ｔ Ｓ パ ケ
ッ ト を 含 む Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト と 、 2個 の Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 含 む Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 生 成 す る 例 を 示 し
た 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ 306の 処 理 に よ っ て 、 Ｒ Ｔ Ｐ ヘ ッ ダ の シ ー ケ ン ス 番 号 が 重 複 す る と 、 こ の よ う
な Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 受 信 し た 受 信 装 置 が 転 送 誤 り で あ る と 判 断 す る 場 合 が あ る 。 シ ー ケ ン ス
番 号 が 重 複 す る Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 受 信 装 置 が 破 棄 し て し ま う よ う な こ と が あ れ ば 、 Ｒ Ｔ Ｐ ヘ
ッ ダ の ヘ ッ ダ 拡 張 フ ィ ー ル ド と 拡 張 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド と を 利 用 し て 個 別 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を
識 別 で き る よ う に す れ ば よ い 。 ス テ ッ プ 306の 処 理 が 終 了 し た 後 、 ス テ ッ プ 307へ 移 行 す る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ 307は 、 ス テ ッ プ 306に よ っ て 生 成 し た 各 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 電 気 信 号 入 出 力 部 105
か ら 送 信 す る 処 理 で あ る 。 ま た 、 ス テ ッ プ 302、 ス テ ッ プ 303、 ス テ ッ プ 304の い ず れ か に
お い て そ れ 以 後 の 処 理 を 行 わ な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 速 や か に ス テ ッ プ 307へ 移 行 し て
Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。 ス テ ッ プ 307の 処 理 を も っ て 、 本 実 施 例 の 処 理 は 終 了 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 受 信 す る 速 度 が 大 き く 、 保 存 す べ き Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 容 量 が 蓄 積 部
107の 容 量 を 超 え て し ま う よ う な 場 合 に は 、 蓄 積 部 107に 保 存 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 容 量 が 任
意 の 閾 値 を 超 え た 時 点 で 受 信 時 刻 が 古 い Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト か ら 順 に そ の ま ま 送 信 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 上 述 し た 技 術 思 想 は 、 パ ケ ッ ト に イ ン タ リ ー ブ を 施 し て 送 信 さ れ る デ ー タ に 対 し
て も 適 用 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 自 体 が さ ら に よ り 小 さ い 複 数 の 単 位 に 分 け ら
れ 、 そ の 分 け ら れ た 単 位 の 順 序 が 入 れ 替 え ら れ た 形 態 で あ っ て も 、 そ の 分 け ら れ た 単 位 長
を 基 準 と し て 分 割 処 理 や 結 合 処 理 を 行 う よ う に 構 成 す れ ば 、 映 像 を 復 元 す る 際 の 処 理 を 効
率 的 に 行 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 、 上 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 元 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 復 元 を 確 実 か つ 容 易 に 行 う こ と
が で き 、 映 像 や 音 声 が 飛 び 飛 び で 再 生 さ れ た り 、 あ る い は 、 全 く 再 生 さ れ な い な ど と い っ
た 画 質 や 音 質 の 劣 化 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 等 の ま と ま っ た 単 位 で 分 割 を 行 う こ と に よ り 、 別 途 映 像 や 音 声
の 復 元 処 理 を 行 う 必 要 が な い た め Ｃ Ｐ Ｕ や メ モ リ の 処 理 効 率 を 上 げ る こ と が で き 、 安 価 な
Ｃ Ｐ Ｕ や メ モ リ に よ り 製 品 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 実 施 例 1に お い て は 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 分 割 す る 処 理 に
つ い て 説 明 し た が 、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 分 割 だ け で な く 結 合 で き る 処 理 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 6は 、 本 実 施 例 に か か る ONUの 構 成 例 を 概 略 的 に 示 し た 図 で あ る 。 こ こ で 、 ONU101と 、
光 信 号 入 出 力 部 102と 、 変 換 処 理 部 103と 、 送 受 信 処 理 部 104と 、 電 気 信 号 入 出 力 部 105と 、
制 御 部 106と 、 蓄 積 部 107と 、 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 108と 、 ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 109と は 図
1に 示 し た 同 一 名 称 の 構 成 要 素 と 同 等 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 時 刻 管 理 部 601は 、 ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 109に お い て ペ イ ロ ー ド の 再 構 成 を 行 う 際 に 、 蓄
積 部 107に Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 保 持 し て お く 時 間 を 管 理 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 7は 、 本 実 施 例 に か か る ONUに お い て 、 受 信 し た Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト が 図 4に 示 す 構 成 で あ っ
た 場 合 に 、 ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 分 割 お よ び 結 合 す る 動 作 の 処 理 手 順 を 示 し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ 701は 、 タ イ マ t1が す で に 作 動 中 か 否 か を 判 定 す る 処 理 で あ る 。 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト
が 特 定 時 間 を 越 え て 蓄 積 部 107に 保 持 さ れ 続 け て し ま い 、 映 像 や 音 声 が 正 し く 出 力 さ れ な
い と い う 問 題 が あ る 。 そ の た め 、 こ こ で 設 け ら れ た タ イ マ t1は 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 信 す る
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ま で ど の く ら い 保 持 し て お く か （ 猶 予 時 間 ） を 測 定 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 す な わ ち 、 特 定 時 間 が 経 過 す る ま で の 間 は Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 受 信 と ペ イ ロ ー ド の 再 構 成 を 繰
り 返 す 。 タ イ マ t1に 関 す る 処 理 は 時 刻 管 理 部 601に お い て 行 う 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ 701で タ イ マ t1が 作 動 し て い な か っ た 場 合 、 つ ま り ONUが 処 理 開 始 直 後 で あ っ た
場 合 か 、 ま た は Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 送 信 し た 直 後 で あ っ た 場 合 、 ス テ ッ プ 702へ 移 行 す る 。 ス
テ ッ プ 702は タ イ マ t1を 設 定 す る 処 理 で あ る 。 ス テ ッ プ 702の 処 理 が 終 了 し た 後 、 ス テ ッ プ
703に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ 701で タ イ マ t1が す で に 作 動 中 で あ っ た 場 合 、 ま た は ス テ ッ プ 702の 処 理 を 終 了
し た 場 合 は 、 ス テ ッ プ 703へ 移 行 す る 。 ス テ ッ プ 703は タ イ マ t1が 特 定 時 間 t0に 達 し た か 否
か を 判 定 す る 処 理 で あ る 。 す で に タ イ マ t1が 時 間 t0に 達 し て い た 場 合 は 、 ス テ ッ プ 704に
お い て タ イ マ t1を リ セ ッ ト し た 後 、 ス テ ッ プ 307へ 移 行 し て 蓄 積 部 107に 保 持 し て い る Ｉ Ｐ
パ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 時 間 t0の 値 は あ ら か じ め 設 定 し た 固 定 値 と し て も よ い し 、 利 用 者 ま た は 受 信 装
置 が 機 能 設 定 と し て 適 切 な 個 数 を 選 択 で き る 形 式 と し て も よ い 。 こ の よ う に 適 切 な 時 間 を
設 定 で き る よ う に す れ ば 、 利 用 者 の 使 い 勝 手 は 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ 703で タ イ マ t1が ま だ 時 間 t0に 達 し て い な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ 301、 続 い て ス
テ ッ プ 705へ 移 行 す る 。 ス テ ッ プ 301で は 実 施 例 1と 同 等 の 処 理 を 行 う 。 ま た 、 ス テ ッ プ 705
で は 実 施 例 1に お け る ス テ ッ プ 302と 、 ス テ ッ プ 303と 、 ス テ ッ プ 304と 、 同 等 の 処 理 を 行 う
。 ス テ ッ プ 705の 処 理 は 、 主 に ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 108に お い て 行 う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ 705で ペ イ ロ ー ド が Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト で あ る と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ 706へ 移 行 す
る 。 以 下 ス テ ッ プ 706と 、 ス テ ッ プ 707と 、 ス テ ッ プ 708と 、 ス テ ッ プ 710と 、 ス テ ッ プ 711
と 、 ス テ ッ プ 712の 処 理 は 、 主 に ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 109に お い て 行 う 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ 706は 、 Ｒ Ｔ Ｐ ペ イ ロ ー ド と し て 含 ま れ る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト の 数 n1を 算 出 し 、 Ｔ Ｓ
パ ケ ッ ト 数 n1が 特 定 個 数 n0よ り 大 き い か 否 か を 判 定 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ で 、 個 数 n0の 値 は あ ら か じ め 設 定 し た 固 定 値 と し て も よ い し 、 利 用 者 ま た は 受 信 装
置 が 機 能 設 定 と し て 適 切 な 個 数 を 選 択 で き る 形 式 と し て も よ い 。 こ の よ う に 適 切 な 個 数 を
設 定 で き る よ う に す れ ば 、 利 用 者 の 使 い 勝 手 は 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ 706で Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 n1が 個 数 n0よ り 大 き い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ 708へ 移
行 し て ペ イ ロ ー ド 分 割 処 理 を 開 始 す る 。 ス テ ッ プ 708で は 実 施 例 1に お け る ス テ ッ プ 305と
、 ス テ ッ プ 306と 、 同 等 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ 706で Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 n1が 個 数 n0よ り 大 き く な い と 判 定 し た 場 合 、 つ ま り Ｔ Ｓ
パ ケ ッ ト 数 n1が 個 数 n0以 下 の 場 合 、 ス テ ッ プ 707へ 移 行 す る 。 ス テ ッ プ 707は 、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ
ト 数 n1が 個 数 n0よ り 小 さ い か 否 か を 判 定 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 n1が 個 数 n0よ り 小 さ く な い 場 合 、 つ ま り ス テ ッ プ 706の 判 定 も 考 慮 し て
、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 n1が 個 数 n0に 等 し い 場 合 は 、 直 ち に ス テ ッ プ 307へ 移 行 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ
ト を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ 707で Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 n1が 個 数 n0よ り 小 さ い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ 709へ 移
行 し て ペ イ ロ ー ド 結 合 処 理 を 開 始 す る 。 ス テ ッ プ 709は 、 蓄 積 部 107に Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 格 納
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す る 処 理 で あ る 。 ス テ ッ プ 709の 処 理 が 終 了 し た 後 、 ス テ ッ プ 710へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ 710は 、 蓄 積 部 107に 保 持 さ れ て い る 全 て の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト に つ い て 、 ペ イ ロ ー ド
と し て 含 ま れ る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 の 合 計 n2を 算 出 し 、 合 計 n2が 個 数 n0よ り 大 き い か 否 か を 判
定 す る 処 理 で あ る 。 合 計 n2が 個 数 n0よ り 大 き く な い 場 合 、 ス テ ッ プ 701へ 戻 っ て タ イ マ t1
を 確 認 し 、 新 た な Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ 710で 合 計 n2が 個 数 n0よ り 大 き い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ 711へ 移 行 す る 。 ス
テ ッ プ 711は 、 合 計 n2の Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト の 中 か ら n0個 を 取 り 出 し 、 一 つ に ま と め る 処 理 で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ こ で 、 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト は 受 信 時 刻 が 古 い も の か ら n0個 取 り 出 さ れ る 。 ス テ ッ プ 711の 処
理 が 終 了 し た 後 、 ス テ ッ プ 712へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ 712は 、 ス テ ッ プ 711で 取 り 出 し た n0個 の Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト の ま と ま り に 、 Ｒ Ｔ Ｐ ヘ
ッ ダ と Ｕ Ｄ Ｐ ヘ ッ ダ と Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ と を 付 加 し て 一 つ の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 生 成 す る 処 理 で あ る
。 こ こ で 、 付 加 す る Ｒ Ｔ Ｐ ヘ ッ ダ と Ｕ Ｄ Ｐ ヘ ッ ダ と Ｉ Ｐ ヘ ッ ダ と は n0個 の Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト の
中 で 受 信 時 刻 が 最 も 古 い Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト に 付 加 さ れ て い た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 8は 、 ペ イ ロ ー ド と し て そ れ ぞ れ 2個 の Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 含 む 2つ の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト か ら 、 4
個 の Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト を 含 む Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 生 成 す る 例 を 示 し た 図 で あ る 。 Ｒ Ｔ Ｐ ヘ ッ ダ の シ
ー ケ ン ス 番 号 が 不 連 続 に な っ た 場 合 に 受 信 装 置 が 正 常 に 処 理 で き な い よ う な こ と が あ れ ば
、 Ｒ Ｔ Ｐ ヘ ッ ダ の ヘ ッ ダ 拡 張 フ ィ ー ル ド と 拡 張 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド と を 利 用 し て Ｉ Ｐ パ ケ ッ
ト の 結 合 処 理 が 行 わ れ た こ と を 示 す よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ 712の 処 理 が 終 了 し た 後 、 ス テ ッ プ 713に お い て タ イ マ t1を リ セ ッ ト し 、 ス テ ッ
プ 307へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ 307は 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 電 気 信 号 入 出 力 部 105か ら 送 信 す る 処 理 で あ る 。 ス テ ッ
プ 307の 処 理 を も っ て 、 本 実 施 例 の 処 理 は 終 了 と な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 宛 先 ア ド レ ス が 異 な る 複 数 の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 図 7の 構 成 で 処 理 す る 場 合 に は 、 宛
先 ア ド レ ス 毎 に タ イ マ t2,t3,t4… を 用 意 し 、 蓄 積 部 107に お い て 宛 先 ア ド レ ス 毎 に Ｉ Ｐ パ
ケ ッ ト を 格 納 し て 個 別 に 管 理 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 実 施 例 2で は 十 分 長 い 期 間 、 例 え ば 一 つ の コ ン テ ン ツ を 受 信 し て い る 期 間 に お い
て 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 分 割 処 理 と 結 合 処 理 と を 混 在 し な い 例 を 示 し た が 、 ペ イ ロ ー ド を 適 切
に 管 理 す る こ と で 分 割 処 理 と 結 合 処 理 を 組 み 合 わ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 例 え ば 、 Ｉ Ｐ ペ イ ロ ー ド が 保 有 す る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 が 固 定 し な い で 送 信 さ れ る よ う な 場
合 を 想 定 す る 。 上 記 最 大 個 数 n0が ６ で あ り 、 Ｉ Ｐ ペ イ ロ ー ド が 保 有 す る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 が
４ 個 で あ っ た り ８ 個 で あ っ た り し た 場 合 に 、 ４ 個 の 場 合 は 結 合 処 理 を 、 ８ 個 の 場 合 は 分 割
処 理 と い っ た よ う に そ の 都 度 逐 次 選 択 的 に 処 理 を 切 り 替 え る よ う に 構 成 す れ ば よ い 。 こ れ
ら の 統 括 的 処 理 は 制 御 部 １ ０ ６ に て 行 う 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ０ ６ は 、 n0の 数 値 と 今 受 信 し て い る Ｉ Ｐ ペ イ ロ ー ド が 保 有 す る Ｔ Ｓ
パ ケ ッ ト 数 と を 比 較 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 前 記 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 が n0の 数 値 よ り 小 さ け れ ば 、 制 御 部 １ ０ ６ は 、 結 合 処 理 の 指 示 を 示
す 結 合 処 理 指 示 信 号 を ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 １ ０ ９ に 出 力 し 、 当 該 結 合 処 理 指 示 信 号 を 受 信
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し た ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 １ ０ ９ に お い て 結 合 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 一 方 、 前 記 Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 が n0の 数 値 よ り 大 き け れ ば 、 制 御 部 １ ０ ６ は 、 分 割 処 理 の 指
示 を 示 す 分 割 処 理 指 示 信 号 を ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 １ ０ ９ に 出 力 し 、 当 該 分 割 処 理 指 示 信 号
ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 １ ０ ９ に お い て 分 割 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 Ｉ Ｐ ペ イ ロ ー ド が 保 有 す る Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 数 が 固 定 し な い で 送 信
さ れ る よ う な 場 合 で も 、 そ の 都 度 最 適 な 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 実 施 例 1と 同 様 に 、 実 施 例 2の 処 理 手 順 も 例 え ば 図 2の ル ー タ 213等 、 そ の 他 の 中 継
装 置 に 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 、 時 刻 管 理 部 601を 備 え 、 ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト 単 位 で 結 合 す る こ と に よ っ て
、 イ ー サ ネ ッ ト か ら FDDIへ の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 転 送 や FDDIか ら ジ ャ ン ボ フ レ ー ム 機 能 を 備 え た
イ ー サ ネ ッ ト へ の Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト 転 送 な ど 、 小 さ な MTUを 持 つ 通 信 路 か ら 大 き な MTUを 持 つ 通
信 路 へ Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト を 転 送 す る 場 合 に 、 双 方 の 通 信 路 に お け る 転 送 効 率 を 向 上 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 図 １ や 図 ６ で 示 さ れ る 構 成 ブ ロ ッ ク は 、 実 際 の 製 品 と し て は 別 々 に 構 成 し な く て
も よ い 。 設 計 仕 様 や 設 計 要 求 に 応 じ て 、 例 え ば 、 送 受 信 処 理 部 １ ０ ４ と 、 制 御 部 １ ０ ６ と
、 蓄 積 部 １ ０ ７ と 、 ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部 １ ０ ８ と 、 ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部 １ ０ ９ と を 一 つ
の Ｌ Ｓ Ｉ で 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る ONUの 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｉ Ｐ 放 送 を 実 施 す る 通 信 網 と し て 現 在 想 定 さ れ て い る 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る ONUに お い て 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ
ッ ト 単 位 で 分 割 す る 動 作 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る ONUに お い て 扱 う Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る ONUに お い て 、 ペ イ ロ ー ド 分 割 処 理 を 行 う 前 後 の Ｉ Ｐ
パ ケ ッ ト の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る ONUの 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る ONUに お い て 、 Ｉ Ｐ パ ケ ッ ト の ペ イ ロ ー ド を Ｔ Ｓ パ ケ
ッ ト 単 位 で 分 割 お よ び 結 合 す る 動 作 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る ONUに お い て 、 ペ イ ロ ー ド 結 合 処 理 を 行 う 前 後 の Ｉ Ｐ
パ ケ ッ ト の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
101・ ・ ・ 光 回 線 終 端 装 置 (ONU)
102・ ・ ・ 光 信 号 入 出 力 部
103・ ・ ・ 変 換 処 理 部
104・ ・ ・ 送 受 信 処 理 部
105・ ・ ・ 電 気 信 号 入 出 力 部
106・ ・ ・ 制 御 部
107・ ・ ・ 蓄 積 部
108・ ・ ・ ペ イ ロ ー ド 種 別 識 別 部
109・ ・ ・ ペ イ ロ ー ド 再 構 成 部
601・ ・ ・ 時 刻 管 理 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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